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新コーナー

「明日から使える評価方法」

　35巻1号より新コーナーが立ちあがりました（p43～）。ご自身が開発され

た評価方法、使ってみて便利、興味深いと感じる評価方法の紹介をするコーナー

です。是非紹介したい！ 評価方法、バッテリー、スケールがある方は、まずジャー

ナル編集部（jimu@osaka-ot.jp）までお問合せ下さい。

　＊ 評価方法、バッテリー、スケール、質問紙などはオリジナル版の掲載をお願いします。

　＊原著者に限りません。

 （大阪作業療法ジャーナル編集部）

お問い合わせの際は表題に「明日から使える評価方法」についてと記載して下さい。1週間経過しても返信が無い場合は、
再送いただくかお電話でお問い合わせください。
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神尾　昭宏
大阪府作業療法士会 教育部・福利厚生部 
森之宮病院 リハビリテーション部

巻 頭 言

コロナ禍での作業療法

　厚生労働省の発表に「新型コロナウイルス」に関する情報が初めて登場したのは2020年1

月6日でした。その時点で、現在の大阪の状況を予測出来た方は少なかったのではないでしょ

うか。その後、国内初の感染者が同年1月16日に確認され、クルーズ船「ダイヤモンド・プ

リンセス号」での集団感染が大々的に報道されるようになり、徐々に感染対策に対する意識

が高まった事を記憶しています。世界規模での感染拡大を受けて、世界保健機関（WHO）は

同年3月11日に「パンデミック」に相当すると認定。この時期より私が担当する大阪府作業

療法士会主催の対面での研修会は見合わせ・中止の方針となり、開催形態を WEB に移行し

ていく事になりました。また、当院回復期リハビリテーション病棟では、家族の面会制限、

入院時・退院前訪問指導や退院後訪問調査等の訪問業務の中止及び代替手段の検討、家族指

導の見合わせ等、外部との接触を出来るだけ制限した中での業務遂行が余儀なくされました。

感染対策も強化され、感染リスクの高い食事や整容場面への介入制限、個人防護具の使用、

勤務場所のゾーニングの徹底等、日々の臨床のみならず、管理・運営面での対応に追われた

事を今でもよく覚えています。

　あれから1年が経過し、筆者が本記事を執筆している2021年4月25日、大阪では3回目と

なる緊急事態宣言が発令されました。これに先立ち感染拡大に伴う医療崩壊の危機に対して、

一般社団法人日本作業療法士協会は以下の声明を出しています。

　「新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受け、医療関係9団体から「医療緊急事態宣言」

が発出されるなど、医療崩壊の危機が迫っています。我々は、移動や日常生活動作等に強い

理学療法士、作業療法士が、体位変換や患者搬送、更衣等の病棟業務をサポートすることで、

コロナ第3波における看護業務を効果的に支援することは可能と考えています。この医療崩

壊の危機を乗り越えられるよう、全国的にこの医療チーム活動が展開されることを切に願い

ます。」（https://www. jaot.or. jp/covid-19/support_team/）

　具体的な内容として、一般病棟における血圧、脈拍等の基本的なバイタル測定、検査等へ

の患者搬送、患者の衣食サポートや、ICU を含む重症患者病棟における意識障害患者の褥瘡

予防のための体位交換等があげられています。医療チームという考え方は、このような未曽

有の緊急事態にこそ重要視されるべきではないでしょうか。資料等（COVID-19感染対策 /

作業療法業務について Ver.3：https://www. jaot.or. jp/covid-19/gyoumu_vol3_movie/）を

参考にしながら感染予防に関する教育を十分に実施した上で、医療崩壊の危機への対応を期

待しています。

　余暇活動を含め参加制約を余儀なくされる今日ではありますが、このような状況において

も患者主体の生活を支援出来る専門職として、活躍される事を切に願うばかりです。
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大阪作業療法ジャーナルは年2回（1月と7月）発行し
ています。大阪の作業療法士が学術的発表や特集など
を通じ学ぶ雑誌です。大阪府作業療法士会会員（現在
会員数2,500人）や大阪の作業療法学科養成校に配布
され、一般にも販売されています。
広告はモノクロで A4 1ページ 3万円、1/2ページが
2万円となります。
広告を希望される場合は、大阪府作業療法士会事務局
までお願いします。

〒540‒0004　 大阪市中央区玉造2‒16‒8 
玉造井上ビル6階 
TEL：06‒6765‒3375 
FAX：06‒6765‒3376 
E-mail：jimu@osaka-ot.jp

大阪作業療法ジャーナルに広告を出しませんか
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